【エンジニアリング業】
職種：輸　送　　職務：輸送管理

【概要】

　プラント建設に必要な機器・資材を製造・保管拠点から建設現場まで運送する仕事。実際の運送業務は専門運送業者によって行われることが多いため、ここでは輸送計画、法的手続き管理、業者管理などのマネジメント業務が中心となる。

【仕事の内容】

　輸送活動はその機能に応じて主に次の６つの要素からなる。

1 輸送計画の策定　

2 顧客及び関係諸官庁の対応並びに関係性維持

3 梱包・船積立会い検査

4 輸送モニタリング・コントロール

5 船積代金回収

6 プロポーザル作成

　こうした輸送活動を一人または複数の担当者と分担・連携しながら、国内外の様々な関係者とコミュニケーションを図りつつ取り進めることが必要となる。

　

【求められる知識・経験】

（1） 輸送管理の仕事を行うための学歴要件や必要最低経験年数はない。また、必ずしも大学の理工学部を卒業していなくても問題はない。ただし、経験者募集の場合には、一定の実務経験（実績）が要求される。

（2） 社内外関係者と円滑に意思疎通しながら様々な業務をコーディネートすることが求められるため、コミュニケーション力、折衝・交渉力、対人関係能力が必要となる。

（3） 英語でのコミュニケーションスキル（メール、電話、対面での交渉・折衝など）

【関連する資格・検定等】

· 通関士　〔財団法人 日本関税協会〕

など

【労働省職業分類（小分類）との対応】

　　０７１　その他の技術者

